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　僕らの生まれてくるずっとずっと（ちょっ

と）前にはもう、アポロ11 号は月に行ったっ

ていうのに〜。そのまま月開発はどんどん進み、

大人になるころには、みんなで月に移住する

のかと思ってた。でも、不幸な事故があったり、

大人の事情で、ようやく50 年経って超お金持

ちの人が月旅行に行ったくらい。

　アルテミス計画では 2025 年に再び月面着陸

し、飲み物と燃料も探すみたい。今度は本格

的に宇宙時代に向かっていきそうだ。

　いま僕らの周りで話題になっているメタ

バ ー ス。語 源 は「 超（meta）」と「 宇 宙

（universe）」の組合せ。宇宙開発よりも、スピー

ディに超宇宙の世界ができていて、いまはそ

の開拓時代だ。バーチャル空間で、交流したり、

アートやコンテンツを作ったり、モノを売った

り買ったり、１つの経済圏、いや新しい世界が

いくつも誕生する。

　バーチャルなのは空間だけではないかもし

れない。なにが本物でなにがバーチャルか、

そんな境界線があいまいになる時代になるの

だろう。攻殻機動隊という作品のなかで、自

分の子供時代や家族の記憶が、すべてつくら

れた偽物の記憶だったという話がある。

　人間とロボットの違いってなに？リアルで

ある自分が存在する意味とは？バーチャル上

に存在するモノや人格、空間、人とのつなが

り。その価値をどう考えるかがいまの課題。

と同時にこれまで当たり前だったリアルでの

価値を、もう一度考えなすことが必要だろう。

Face to Faceを科学する。そのタイムリミッ

トが迫ってきた。

展示会 開催宣言！

第94回東京インターナショナル・
ギフト・ショー秋 2022
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バーチャル空間、ブロックチェーン、NFT、web3 と技術や環境整備が
進むメタバース。一方、コロナ禍の影響から脱してきたリアルイベント。
それぞれの技術が進んだことにより、空間が再定義され、空間デザインの
新しい形が生まれている。第一線で活躍するプロたちにその個性的な空間
づくりのポイントをうかがった。

それぞれの空間デザイン戦略
リアルとメタバース

　プロジェクションマッピングなどリアルイベントの映像演出をてがけ
るシンユニティグループ。その空間デザインはどう進化しているのか。

体験提供の期待値に
応える緻密性と演出力

XR 総合展 / Art ＋ in YomiuriLand HANA・BIYORI

　高付加価値な映像演出が得意なシンユニ

ティグループでは、これまで緻密なモデル制

作ができる「Maya」「３ds Max」「Cinema 

4D」で映像を制作していた。ゲーム開発に広

く使用されている 3D 制作プラットフォーム

Unreal Engine の新バージョンで、数億ポリ

ゴンを超える映画品質のモデルが使用できる

ようになった。

　それにより映像制作から映像送出までレン

ダリング不要で、インタラクティブに高品質な

３D 空間を創り出す。

　自宅でヘッドマウントやヘッドフォンを使っ

て仮想空間に没入し、リッチなバーチャル体

験に慣れたユーザーに、会場に足を運んでも

らう。ハードルが上がった課題に、イベントが

再開してきたいま、長崎さんが挑戦する。

音響会社のグループ化と
没入感を向上する XR
　没入感を出すために映像と同じくらい大切

なのが音響品質だ。どこから音がでて、どち

らに移動するのか。その世界に入り込ませる

のが立体音響。以前はスピーカー 2

つで済んでいた現場でも、10 個ほど

設置することもある。音源も多チャン

ネルで収録しなければならないし、音

場の制御設計は特殊な技術だ。熟練の技が必

要な音響技術の向上のため、今年 6 月に有限

会社プレストーンをグループ化した。

　もちろん映像演出も大きく進化している。

グリーンバックを用いたクロマキー合成から、

LED バックを用いることで会場での参加者に

も背景合成を楽しめるようになった。配信映

像では、背景の映像を拡張して、広い空間の

中に出演者を映し出すことが可能だし、映像

エフェクトを使った配信ならではの演出もでき

るようになった。

　今年 4 月に出展した XR 総合展の自社ブー

スでは、ベーシストによる XR のライブパ

フォーマンス「XR Studio - Cross over -」

を実施。トラッキングカメラを導入し、カメラ

位置や角度に応じて背景映像や演出効果も追

随することで、本物か映像か区別がつかない

緻密な融合空間が、来場者の目を奪った。

テクノロジーだけじゃない
企画と演出力が差をつける

　多くのイベントがオンライン化した際に、課

題となったのが離脱率。ウィンドウを閉じるだ

けで会場を抜け出す “ 気まずさ” がない上に、

ウェブ上の行動は詳細なログが残る。その解

消には技術より、演出の工夫が効果を発揮し

た。2 〜 3 分ごとに見せ場をつくったり、参加

感を出す投票などの手法を活用した。

　会場でのイベント実施でも、一定時間を快

適に楽しんでもらうためのストーリーづくりが

必要。グループ企業のシムディレクトは映像

制作でなく、映像のある空間をプロデュース。

顧客との窓口として、その要望に応えるため、

映像、音響、照明だけでなく、会場の選定、

装飾など空間の価値創造を行っている。

　同社が展開しているのが、「Art ＋ in 

YomiuriLand HANA・BIYORI」だ。印象

派の絵画を、大型映像と立体音響、照明演出

で、デジタルコンテンツで表現。絵画の要素

を切り取ったり、重ねたり、どこにフォーカス

するかなど、来場者それぞれの解釈を楽しむ、

きっかけを与えている。アートの深遠な魅力を、

エンターテイメントの楽しさで広げる。

　長崎さんは「海外のようにクリエイターだけ

でなく、プロデューサーが評価される時代に

したい」と語る。バーチャル・リアルと多様な

要素が入り混じる新しい空間は、多くの才能

をプロデュースする力がつくっている。

上）XR総合展では、LEDバックの演出をxRで拡張して配信
下）Art+は、名作絵画の世界観を空間に展開

長崎 英樹さん
シンユニティグループ　
㈱タケナカ専務取締役
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竹村 尚久さん
SUPER PENGUIN ㈱
代表取締役

高橋 祐也さん
㈱昭栄美術
クリエイティブ部　
プランニング課

　シンプルなデザインながら、いつも多くの来場者を集める SUPER 
PENGUIN デザインの出展ブース。そのしかけを聞いた。

　業務の標準化により部署間異動がスムーズな昭栄美術。営業からクリエイ
ティブに転身した高橋さんがデザインするものは？

空間デザインは心理戦
物理的制限が武器になる

企画から運営までワンストップ
最適化を図り、目標達成する

東京インターナショナル・ギフト・ショー　石川県ブース HR 系 Saas 企業出展ブース

　ブース内の配置はセオリーから外れている

ようにも見える。展示台をすべてブース内側に

向け、来場者が歩く通路を背にしている。多

くの人の目に展示品が見えるように陳列したい

ところだが…。

　「展示台の向きではなく、出展者の待機する

場所がポイントです。展示台の傍に立つとブー

スの入口を塞いでしまい、中に入りづらい。来

場者がみんな遠巻きに見ている、ということに

なりがちです」と竹村さんは言う。

　その代わりにブース中央にカウンターを設

けて、出展者はそこに待機。空いた通路から

来場者が入ったら展示台に移り対応する。出

展者はユニフォームではなく私服を来ている。

カウンターにいる出展者は来場者のようにも見

え、人が人を呼ぶ効果で賑わいができる。

ブースの壁や造作でなく
身体と心の動きをデザイン
　展示台の背面でブース全体を囲むようにす

ることで、ブースから出づらく滞留時間が伸び

る。中の見えづらいブースに引き込むために、

　単なる数ではなく、部門や役職など細かく

セグメントされたリード獲得数や商談件数な

ど、売上につながる年間 KPIを顧客と共有す

る。昨年度まで営業を担当していた高橋さん

らしく、顧客のマーケティング・営業目標達成

に伴走するのが得意のスタイルだ。

　注目を集めるデザインだけでなく、出展効

果を高める運用も提案。コストバランス最適

化のため装飾予算を削ることもある。施工だ

けでなく、クライアントに提供する価値が自社

のブランド力になるという考えからだ。

　ブースのレイアウトも運用面から考えはじめ

る。1 本の大きな動線に来場者をセグメントす

る場所をつくり、その後、各部署の担当者に

つなぐための設計をする。問題点を発見する

ために自身がブースに立つことも多い。

自社の強みを活かした
独自の提案が結実
　顧客の目標に沿うだけでなく、自社の強み

も活かしている。年間契約が多いのは、造作

を再利用する同社の「ユニットプラン」による

入口付近にパンフレットを置き誘導する。

　また壁やタペストリーで上部を隠しているの

は、視線を下側にある展示台に集中させるし

くみだ。シンプルなデザインのなかに、集客戦

略が無数に埋め込まれている。

　建築・インテリア出身の竹村さんの発想は、

造作物をつくるのではなく、人の心と身体の

動きをデザインすること。リアル空間の物理的

制限が、人を誘導するツールとして活用され

ている。

顧客の SDGs への貢献が評価されている。

　「この部材を変更すればトラック1 台減らせ

る」といった提案も、施工管理の経験が豊富

な高橋さんなら可能だ。会場入口からの誘導

だけでなく、有力企業のブースやセミナー会

場などの人の流れを利用した設計をするのも、

展示会場の施工実績豊富な同社のノウハウと

いえる。１つを極めるより、多くのことを一通

り経験して、仲間の苦労や想いを理解しよう

としてきた高橋さん。点と点がつながるときに、

デザインする力もさらに向上するだろう。
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　3 月 31 日からパシフィコ横浜で開催された「ジャパンインターナショナ
ルボートショー 2022」で本田技研工業が出展。製品である船外機の展示だ
けでなく、ボート本体と合わせた展示やアウトドアシーンの演出が注目を集
めた。

　高級車やスポーツイベントの VIP ルームなど、最上級のおもてなし空間に、
家具などを提供しているモニック。デザイン性と品質の高さで個性的な演出
を可能にしている。

　DX 戦略と共創事業創出する伊藤忠テクノソリューションズと、空間づくり
を通して事業の課題解決をサポートする丹青社が手がける、スタートアップ
と大手企業との共創を支援する Innovation Space DEJIMA。その施設が
バーチャル空間に再現された。その狙いと手法とは。

来場者をワクワクさせるブース演出
制作には蓄積したノウハウを注入

個性的な空間つくる品揃えに
新ブランド LUFU も加わる

3 次元と時間軸で
コミュニケーションの余白を再現

ジャパンインターナショナルボートショー 2022　Honda ブース

ハイブランドのパーティー

Innovation Space DEJIMA

細田 憲之さん
サクラインターナショナル（株）
クリエイティブ＆オペレーショ
ン本部
東京デザイン部　次長

柴崎 栄二さん
モニック（株）
営業部部長

五十嵐 知宏さん（写真左）
伊藤忠テクノソリューションズ（株）／
Innovation Space DEJIMA プロデューサー 

山下 純さん（写真中央）
（株）丹青社 デザインセンター デジタルデザイン局
チーフクリエイティブディレクター

大久保 玲亮さん（写真右）
（株）丹青社 デザインセンター デジタルデザイン局 
デザイナー

リアルな利用シーンを提案
マリンレジャーの魅力を
　1 級船舶免許をもち、マリン

スポーツやマホガニー製ボー

トの魅力を語るサクラインター

ナショナルの細田さん。ジャ

パンインターナショナルボート

ショー 2022 の Honda ブースの

企画・デザインの担当者だ。

　オール Honda で持つ様々な

商品を活用した展示に変わった

ことや、船の動力も一部では電動化が進み、

Hondaも小型電動推進機コンセプトモデルを

参考出品したこともあり、今回のブースは少し

様相が違った。

　ほかの大手メーカーも船体や船外機を展示

している中 Honda ブースは利用シーンをより

リアルに再現し、木造の桟橋に係留させると

いう凝りようだ。

　「ライトユーザーへの訴求にも今回は力を

入れる」というクライアントの要望をうけ、

N-BOX や釣り、キャンプなどでのリアルな利

用シーン展示も注目を集めた。

　アウトドアブランドのブランケットメーカー

「Rumpl」のアイテムは、「趣味の延長線上の

ようなもの」と細田さんが今回のコラボレー

ションを提案・実現した。クライアントも私物

のキャンプ用品をブースに提供することによっ

てリアルなシーンを演出。

空間づくりのノウハウ
サクラらしさも注入
　アイキャッチであるキャンプエリアから、桟

橋とボートへ誘導する動線計画、ディテール

優美な空間を演出する
家具をアクセサリー
　イベント主催者や制作会社がイメージする

世界観を創造するため、施工・映像・音響・照明・

レンタルなどさまざまな業種の企業が一同に

会し、参加者に特別な体験を提供する空間を

作り出す。「会場にいらっしゃる皆様に感動を

与えるのがリアルイベントでの私たちの役割」

デジタルツインで
交流とアイデア出し
　リモート会議やウェビナー

では再現できないコミュニケー

ションの余白こそが、オープン

イノベーションに求められるア

イデア出しやネットワークづく

りに必要だ。余白とは情報伝

達の最短距離をいくのではな

く、リアルさながら参加者を

入り口で出迎え会話をしなが

ら会場へ…といった、情報との出会い方。３

D 空間や時間軸のあるなかで生まれた物語性、

偶然性が新しいつながり、共創をつくる土壌

になっている。

　バーチャル空間のデザインは、五反田に

構 え る リ ア ル な「Innovation　Space　

DEJIMA」も手がけた丹青社が、設計時の

3Dデータを用いて再現。照明器具や空調機器

などバーチャルには不要なものも備えるデジタ

ルツイン手法で、臨場感と手触り感を出す。

2 回の実証実験で
体験提供や行動解析を
　DEJIMA Digital はこれまで 2 回の実証実

験を行っている。１回目は両社の活動を紹介

する展示イベントをアプリダウンロード形式で

実施した。リアル会場の参加者の位置情報を

センサータグで計測。その動きをバーチャル

空間にいるアバターに反映させ、双方の参加

者が交流と行動解析を実施した。会話はアバ

ターの上に打ち込んだメッセージを表示する

方式。登壇者のようすはアバターだけでなくカ

メラ映像をバーチャル上でも共有し、表情や

に拘わり臨場感を出した桟橋などの木工、シ

ステム部材を併用した装飾演出、安全面に配

慮した施工など、楽しさだけでなく同社の空

間デザインのノウハウもブースのあちこちつぎ

込まれている。

　会場では、キャンプエリアがフックになって

多くの来場者が集まった。ワクワクさせる空間

づくりが多くの人を楽しませた。ブース内では

多くの人が写真を撮っていて、急遽、SNS へ

拡散 OK のパネルを作成した。

　Honda ブースはオンライン出展も行ってお

り、そちらも３D デザインを手がけた細田さ

んはじめサクラインターナショナルのメンバー

が、撮影班に 20 か所以上のビューポイントの

指示をだしたことで、ファンを楽しませるもの

に仕上がった。

とモニックの柴崎さんは話す。

　その作り出された空間で唯一、来場者が直

接触れるのがレンタル家具。そのため高級感、

カジュアルさ、先進性など、イベントの雰囲気

を左右するアイテムだ。

　モニックは多種多様なイベントの個性に合

う豊富な家具を揃え、空間演出を邪魔しない

シンプルな家具、家具そのものがしっかり主

開をし、今後もイベントを彩る豊富なライン

ナップを拡充していく。

張する製品で演出する。

　また新たな展開として、

「商品が古く品質に問題が

ある」「保有在庫が少ない」

「レンタル価格が高い」、と

思われがちなデザイナーズ

家具を気軽に利用できるよ

うに新ブランド『LUFU』

を昨年 10 月に立ち上げた。

優れた意匠性と機能美が特

長となっている。

　ラインナップの中にはテーブルやチェアなど

に加えて、新たな潜在商品としてデザイン照

明を多数商品化した。照明ひとつで場を演出

できるアイテムが、心地よい調和の空間を創

出する。

　『LUFU』は「 誰にでも、空間を Make 

Luxury できる」というコンセプトをもとに展

雰囲気が伝わり共感性を高めた。

　2 回目の実証実験はブラウザベース、マウス

のみでの簡易操作の UIを採用。ボイスチャッ

トでの会話も行った。アプリ並みの高精細な

グラフィックで、リッチな体験を提供した。

　参加者からは、「ストレスのない新しい体

験」、「程よく匿名性のあるアバターによって会

話が進みやすい」といった感想が寄せられた。

今後も、DXを軸として、空間コミュニケーショ

ンに、その先の発展を見出す余白や偶発性を

生み出すことに挑戦していくという。

スタートアップと大手企業の共創を
リアルの場とバーチャル空間でサポート

写真は、企画・運営を手がけた
（株）サルインターナショナルが提供

アウトドアブランドとのコラボや私物も持ち込み
リアルな利用シーンを演出
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　7 月 27 日（水）・28 日（木）の 2 日間、メタバース関連プロダクト・サービスの展示
や有識者が集まり「METAVERSE EXPO JAPAN 2022」が開催された。メタバース
に向き合っている企業・有識者のビジョンや現在の取り組みが共有されたカンファレンス
では、どのような方向性が見出されたのだろうか。
　主催の Meta 日本法人 Facebook Japan 代表味澤将宏さんのコメント、会場でのトー
クセッション、展示からレポートする。

“ 共創 ” テーマに 
オープンなメタバース構築へ加速

メタバース事業の選択肢広く

「METAVERSE EXPO JAPAN 2022」レポート

「METAVERSE EXPO JAPAN 2022」（7月27日・28日）のEXHIBITION会場。メタバ
ースの「今」を体験する場として、グランドハイアット東京内にメタバース空間をリアルに再現した

－－METAVERSE EXPO JAPAN開催の経

緯を教えてください

味澤　弊社は昨年コーポレートブランドを変

更し、メタバースの構築に寄与することに注力

しています。インターネットと同様にメタバー

スも一社だけで構築していくものではなく、さ

まざまなプレイヤーが参加し協業することで、

よりオープンなメタバースは実現できると考え

ています。

　日本は、VR や ARといった新しい技術に

対する利用者の期待が高く、トップクラスの

IP を開発する優秀な開発者が多いことから、

メタバース構築において最も重要な市場の 1

つです。

　本エキスポでは”共創”をテーマに掲げ、日

　メタバースのビジネス活用や価値について、

身体性を持って体験、理解する機会を提供し

た「METAVERSE EXPO JAPAN 2022」。

　「正直、メタバースの活用は実際のところ、

よくわからない」いう声も少なくないなか、今

を体験し、現在地を確認することで、ビジネ

ス機会の可能性を拡大する場となっていた。

　カンファレンスで印象に残ったのは、 「２年

前は、NFT やメタバースのことは全くわから

なかった」と話した m-flo のバイリンガルラッ

パーで、アクセサリー・ジュエリーブランド

AMBUSH® の CEO を務める VERBAL さ

ん（写真左上）。熱量高く可能性を語ってい

た登壇者のなかのひとりだ。2022 年 4 月に

AMBUSH®からブランド初のNFTアイテム

POW!® の発売は話題となったが、VERBAL

さんは「トライしていくなかで、新しくコミュ

ニティが繋がっていく感覚は、アクセサリーを

自分で作り始めた当初『それ、いいね。僕に

プリインストールや V R ヘッドセット無しで

も、簡単にメタバースに触れることのできる仕

掛けとして、メタバース展開事業者にとっては

利用者層拡大に貢献する。例えば、地域や観

光資源のステークホルダーがメタバース空間

を持つことで、PR やビジネスの可能性が広が

ると提案する。すでに同社が展開する渋谷区

宮下公園・秋葉原・神田明神の3ヵ所のバーチャ

ル空間をブースでは体験したが、印刷技術の

リアルをデジタル化する微細・高精細さが際

立つ。リアルにも送客効果を出すと話す。そ

のほか、情報を展開する圧縮技術、高いセキュ

リティ基盤などの強みが同社のメタバース事

業を支える。

　今回、大手企業が展開するメタバース事業

を、カンファレンスと展示で体験して、メタバー

スビジネスの選択肢の多さから多岐に渡る産

業で可能性の広がりを感じた。

もつくってよ』とミュージシャン仲間に広がっ

ていったことを思い出す」と、ブランド創立に

つながったストーリーと符号すると語る。リア

ルなイベントでもNFTを通じたブランド体験

を準備している。

　展示ブースの会場は、16 の企業が関連コン

テンツを展示した。展示ブースのなかで、リ

アル×メタバースの可能性を感じたのは、大日

本印刷（写真左下）。床面まである大型 LED

のステージに立つだけで、メタバース空間に

等身大の自分が入ったような感覚になる。ア

本のメタバースビジネスを牽引する企業や団

体、専門家、官公庁と共に、メタバースの現在、

そして将来像を発信し、業界内の動きを加速

させることに貢献したいと考え、エキスポの開

催に至りました。

－－今回招待制ですが、参加対象者とした業

界や注力された分野は？

味澤　特定の業界や分野に限ることなく、幅

広い業界の皆様と連携をし、メタバースの構

築に寄与していきたいと考えています。

　今回のエキスポでも教育・福祉分野での活

用についてのセッションを実施しましたが、メ

タバースにはゲームやエンターテイメントだけ

でなく、ビジネス、医療・福祉、教育などの

幅広い領域で大きな可能性があると考えてい

ます。

 

－－イベント分野におけるメタバースの可能性

がセッションにも多く見受けられました。今後、

メタバース空間でのイベントの可能性はありま

すか？

味澤　現時点で予定しているものはございま

せん。

　本エキスポにおける今後の展開としては、

オフラインイベントになりますが、次回は今年

10 月18日より4日間開催予定の「CEATEC 

2022」内で本エキスポの内容をアップデート

し、一般公開する予定です。
Facebook Japan
代表取締役

味澤 将宏さん

イベント会場特集
次の 9 月 30 日号で特集します

10月 31 日発行 映像特集・InterBEE/ 環境配慮とイベント
11月 30 日発行 企業カンファレンス /  地域特集
12月 28 日発行 社内イベントとエンタメイベント
23 年 1 月 31 日号 新年座談会・地域特集
23 年 2 月 28 日号　空間ディスプレイ特集 
　広告出稿の問合せはこちら▷株式会社 MICE 研究所  
                                    info@event-marketing.co.jp　        （担当：田中力）　　

からの大事なお知らせ

会場でお会いしましょう♥

AMBUSH®初のメタバース空間を紹介するVERBAL
さん

大日本印刷ブースでは同社開発のバーチャル空間に
立っているような体験を提供

↓ ↓
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第 94 回東京インターナショナル・ギフト・ショー秋 2022
第 32 回グルメ & ダイニングスタイルショー秋 2022

第 12 回 LIFE × DESIGN
LIVING & DESIGN2022

“
”

【展示会開催宣言】

CONDE HOUSE OLTREMATERIA Magis

　９月７日から９日までの３日間、東

京ビッグサイト東展示棟１〜６ホール

で「第 94回東京インターナショナル・

ギフト・ショー秋 2022」が開催され

る。出展企業は、1,986 社（同時開催

展含む。2022年８月22日現在）。徐々

に海外からの参加も回復しつつあり、

今回は、海外 12 の国と地域から305

社が出展、ハワイ、韓国からは各 40

社が集結し、パビリオンも復活となる。

　同時開催展は、「第 12 回 LIFE×

DESIGN」、「第 32 回グルメ＆ダイニ

ングスタイルショー秋 2022」、そして

「LIVING & DESIGN2022」が新た

に加わり４展で開催される。

　
LIVING & DESIGN初開催

　初の同時開催となる「LIVING & 

DESIGN2022」は、プロダクトデ

ザイナーの喜多俊之さんが総合プロ

デューサーを務める、トータルイン

テリアの国際見本市。

　これまで大阪で約 14 年にわたり開

催されてきた。今回から「東京イン

ターナショナル・ギフト・ショー」と

の同時開催で、連携を強化し日本の

流通や暮らし産業に貢献、よりグロー

バルな見本市へと生まれ変わる、と

している。

　注目の出展社は、イタリア家具メー

カーの「MAGIS」、建築資材の「オ

ルトレマテリア」を取り扱うコバヤシ

産業、タイルブランド「Maristo」を

展開するアベルコや、自動水栓手洗

機「アワミスト」を扱うミズタニバ

ルブ工業、家具産地旭川を代表する

家具メーカー「カンディハウス」な

ど、家具・住宅設備・建材メーカー

など世界中から質の高い製品を持つ

30 社が集まる。

　また、LIVING & DESIGN 特別

イベントとして「木材を使った家具

のデザインコンペ」を開催する。国

内外から木材を使った家具をテーマ

に募集し、優秀なデザインを表彰す

る企画で、審査員には建築家・東京

大学名誉教授の内藤廣さん、家具デ

ザイナーの小泉誠さん、建築家の永

山裕子さん、審査員長を喜多俊之さ

んが務める。

　応募総数は 317 作品と過去最多の

参加があり、会期中の９月７日には

受賞作品の発表と表彰式が予定、パ

ネル展示もされる。

「サウナフェア」に22 社出展

　同時開催展「第 12 回 LIFE ×

DESIGN」では今回、より「心地

よい暮らし」につながる、多様な趣

味嗜好に沿ったアイテムや快適に過

ごすためのグッズ、居心地の良い

LIVING & DESIGN が初の東京開催へ
「LIVING & DESIGN2022」が新たに加わり、４展での同時開催となる「第94回東京インターナショナル・
ギフト・ショー秋 2022」。『オムニチャネルで、日本経済の再生』をテーマに展開する。高知などの自
治体連携ブースや海外のパビリオンなども復活し、熱い商談が繰り広げられそうだ。

主催者の
株式会社ビジネスガイド社
代表取締役社長 
芳賀 信享さん（写真右）

「LIVING & DESIGN」
総合プロデューサー 
喜多 俊之さん

展示会  開催宣言！

● LIVING & DESIGN 出展ブランド
   （一部）

国内外から
出展！
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フィンランドの伝統の定番品、銅製

のバケツ＆ラドルセットをサウニア /

SAUNIA が出展。ポップアップ式サ

ウナテント「MUSHIBURO（蒸し

風呂）」（プラウPLOW）は５箇所の

取っ手を引っ張るだけでカンタンに

テントを設置できる製品など、22 社

の出展社によって多彩に展開される。

　 関 連 セ ミ ナ ー で は「JAPAN 

SAUNA-BU ALLIANCE」「サウナ

の聖地『しきじ』の娘・笹野美紀恵

氏」が登壇。同エリアでは、サ飯（サ

ウナ終わりに食べるご飯）のフード

トラック等さまざまなコンテンツを用

暮らし空間をデザインするプロダク

ト・サービスを提案。「DESIGN &C 

RAFT」「日本のモノづくり」「リノ

ベーション & ライフスタイル」を軸

に商材が集まる。

　前回から開催し注目を集めた「サ

ウナフェア」を今回も実施し、サ

ウナ設備とグッズの両方を仕入れ

ることができる貴重な機会となって

いる。例えば、ハウスメーカー the 

HOUSE が手掛けるサウナブランド

が登場。100 棟を超える住宅の設計、

建築、リノベーションのノウハウを

活かした本格派サウナとして「アウ

トドアサウナ」が出品される。また、

意する。

４つの特別イベントを用意

　毎回、東京インターナショナル・

ギフト・ショーでは、バイヤーが “ 今、

欲しい！”という商品と情報を発信

する特別イベント、コンテストが実

施されており、今回も注目される。

　東５ホールでは、「人と環境に配慮

したエシカルスタイルの提案」とし

て、エシカルをテーマに「ステナイ

－資源を捨てない－」「ヤサシイ－カ

ラダに優しい－」を体現する企画が

展開される。

　東１ホールでは日常生活の中で感

じる“モヤモヤ”を解消する商品を集

めた「モヤッ晴れ・ソリューション

〜あったらいいな、こんなもの」を

開催。

　東３ホールでは、ギフト・ショー

が提案する３つの“防（防災・防犯・

防疫）” を提案する「PROTECT 

YOUR LIFE ３防プロダクト展示」

で、市場に向けて「備え」プロダク

トを提案する。

　東６ホールでは、海外販路拡大に

貢献すべく新たな特別展示イベント

として「Ready to Export!」として、

日本のアイデア雑貨や伝統工芸品な

ど日本らしい製品にスポットを当て、

海外バイヤーに向けて発信する。

　なお、今回はコロナ禍に配信で展

開していた開会式を久しぶりにリア

ルで実施する。開会式は初日９月７

日の９時 15 分から北コンコースで行

われる。

【展示会開催宣言】

アウトドアサウナ

高級牛皮名刺入れ 晴雨兼用傘

第 94 回東京インターナショナル・ギフト・ショー秋 2022
LIVING & DESIGN2022
第 12 回 LIFE × DESIGN
第 32 回グルメ＆ダイニングスタイルショー秋 2022

会期：2022 年 9 月 7 日（水）〜 9 日（金）
会場：東京ビッグサイト（東展示棟）
入場：無料（事前登録制）
出展企業：1,986 社（海外 12 の国と地域から 305 社、
        　  同時開催展含む）

会期 会場 展示会
2022年9月15日（木）～16日（金） OMM２階展示ホール  第６４回大阪インターナショナル・

ギフト・ショー２０２２
2022年10月5日（水）～7日（金） 東京池袋・サンシャインシティ 文化

会館ビル コンベンションセンター
第66回インターナショナル プレミアム・
インセンティブショー秋2022

2023年２月15日（水）～17日(金) 東京ビッグサイト  第95回東京インターナショナル・ギフト・
ショー春2023

2023年３月８日（水）～９日(木) みやこめっせ（京都市勧業館） 第４回京都インターナショナル・
ギフト・ショー２０２３ 

2023年４月12日（水）～14日(金) 東京池袋・サンシャインシティ 文化
会館ビル コンベンションセンター

第67回インターナショナル プレミアム・
インセンティブショー春2023

2023年９月６日（水）～８日(金) 東京ビッグサイト  第96回東京インターナショナル・ギフト・
ショー秋2023

●2022年9月以降のビジネスガイド社主催展示会

招待状と引き換えで
ギフト・ショーオリジナルグッズのプレゼントも

本紙に同梱のギフト・ショー招待状を会場に持参すると
会期中毎日先着1000名に、ギフト・ショーオリジナルの
傘、もしくは名刺入れのいずれかのプレゼント企画も。

販促・企業ギフトの展示会
10 月 5 日から
販促・企業ギフト・マーケティングの国際的な専
門見本市「第 66 回インターナショナルプレミアム・
インセンティブショー秋 2022」（PI ショー）が 10
月 5 日～ 7 日の 3 日間、東京・池袋のサンシャイ
ンシティ文化会館ビル コンベンションセンターで
開催される。今回は「Z 世代に向けた新たなマー
ケティング」をテーマに、90 年代後半から 2000
年代前半に生まれた「デジタルネイティブ」世代
の Z 世代に向けた新たな手法を提案。

22社のサ
ウナ関連企

業が集結！

株式会社　鈴木電機
〒111-0033　東京都台東区花川戸 2-12-5
TEL 03(3842)8201（代） FAX03(3845)3040

URL : http : //www.suzukidenki.co.jp
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100％

電力
処理能力
需要

ギフト・ショー
盛り上がってきたね

私たちも電力設計や
照明の設置で
サポートします

集い、交わる場（中規模スペース・ベニュー/イベント主催者）を企画・運営す
るひとたちが集まって、ぺちゃくちゃおしゃべりしながら、よりよいベニュー
づくりを考えるコミュニティ
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　“ 光の祭典 ”「TOKYO LIGHTS 

2022- プロジェクションマッピング国

際大会 -」が、9 月17日から19日の

３日間、明治神宮外苑 聖徳記念絵画

館・明治神宮外苑 総合球技場軟式

球場で開催される。

　世界最大級のプロジェクション

マッピング国際大会を軸とし、先進

のエンターテインメントパフォーマン

ス、鮮やかな光のアートなどを体験

できる。

　『TOKYO LIGHTS』は、昨年初

開催され、東京の新しい風物詩とし

て未来へのメッセージを発信するも

の。TOKYO LIGHTSの『LIGHTS』

には、未来の可能性を示す「ビジョ

ン」、表現技術を示す「先進性」、こ

れからを担う「人材」、それらを育み

集まる「コミュニティ」など様々な

意味が込められている。

　今大会で 10 回目を迎える世界最

大級のプロジェクションマッピン

グ国際 大 会「1minute Projection 

Mapping Competition」には、世

界 55 の国と地域から 241 組のエン

トリーが集まった。ファイナリスト作

品は19 作品が選出されており、最終

日には授賞式でグランプリ他、優秀

作品を表彰し、その様子は全世界へ

LIVE 配信される。

8 【News】

“ 光の祭典 ” 世界へ発信　  　 
―― TOKYO LIGHTS 2022- プロジェクションマッピング国際大会

Pick up
the Words!

7 月 28 日に AP 新橋で行われた「" 新
しい明日"との出会い展」のメタバース
会場からリポートにチャレンジしたコー
スケさんアバター（左：オレンジ色の
シャツ着用。イベントレジスト CEO・
ヒラヤマコウスケさん）とよーこアバ
ター（右：ツインテール。イベントマー
ケティング編集長・樋口陽子）。中央の
タキシード姿のアバターはミーティング
スペース AP のブースアテンドをした
森田将司さん（TC フォーラム）。

月刊イベントマーケティングの公式 YouTube チャンネルでは、イベント関連キーパーソンをゲストに招い
て「コースケ・よーこのミュートを解除！」を毎週金曜日の 12 時から 30 分お届けしています。
８月の配信では、８月19 日に「通算 100 回記念の前夜祭」、8 月 26 日に「通算 100 回記念・公開配信」
を行いました！

バーチャル上での
コミュニケーションを考察

7月28日にAP 新橋とメタバース会場のハイブリッドで開催

された「" 新しい明日"との出会い展」。今回は、メタバース会場「V-expo」上

から進行役の２人がアバター姿で登場。メタバース会場での展示会風景や音声

チャット機能を使ったリポートにチャレンジ。撮影役もアバターで会場に入りした。

メタバースのビジネス利用としてイベント、ワークスペースなど様 に々登場している

が、実際に体験してみると気づきが多く、利用者がバーチャル空間に慣れが必

要な期間ではないかと考察。「バーチャル上でのコミュニケーションを発明してい

る段階で、ビジネス空間でもジャンプや体当たりして情報が出るなど、ゲーム性の

ある仕掛けがあっても面白い」とした。（8月5日の配信より）

9 月 17 日から 3 日間開催される「TOKYO LIGHTS2022- プロジェクションマッ
ピング国際大会ー」

　ad:tech tokyo を 主 催 す る

Comexposium Japanは新たなイベ

ン「BtoB Marketers' Summit」 を

10月19日にザ・リッツ・カールトン東

京で開催する。BtoB 領域における

マーケティングの注目が高まり、Brand 

Summit や ad:tech tokyo に も 参

加が増えていることを受け、ad:tech 

tokyoと連動し、前日に行われる。　

　Keynoteにはマサチューセッツ工科

大学のディレクターが登壇。

　大阪観光局は 7月20日、2025 年

万博を契機とした、大阪へのMICE

誘 致合同チーム「Team OSAKA 

MICE」の発足を発表した。参加企業・

団体は、コングレ、コンベンションリン

ケージ、JTBグループ、日本コンベンショ

ンサービス、インテックス大阪、グラン

キューブ大阪、ホテル ニューオータニ

大阪、リーガロイヤルホテル、大阪観

光局。

ad:tech tokyo 前日に
―BtoB Marketers' Summit

誘致合同チームを発足
― Team OSAKA MICE

メタバース会場「V-expo」内
からレポートにトライ


